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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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動
セ
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今
年
度
の
事
業
に
つ
い
て 

 

 

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環 

境
や
、
子
育
て
支
援
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
学
び
、
子
ど
も
の
居
場
所
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。 

な
お
、
研
修
へ
の
参
加
に
は
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
詳
細
は
、
６
月
25
日
発
行
の
広
報
あ
し
や

７
月
号
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

③
マ
ー
ケ
ッ
ト 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
11
月
に
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
「
あ
し
や
ま
ち
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
、
12

月
に
手
作
り
創
作
品
の
販
売
を
行
う
「
ク
ラ
フ
ト

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。 

 

以
上
、
今
年
度
の
セ
ン 

タ
ー
事
業
に
つ
い
て
紹
介 

し
ま
し
た
。
具
体
的
な
日
程
は
裏
面
を
ご
覧
く 

だ
さ
い
。 

よ
り
楽
し
く
、
賑
わ
い
と
交
流
の
場
と
な
る
よ

う
な
事
業
を
検
討
中
で
す
。
ご
意
見
・
ご
要
望
が

あ
れ
ば
、
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

前
号
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー
の

基
本
的
な
事
業
構
成
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
今
年
度
実
施
予
定
の
事
業
の
う
ち
、
新
た

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
の
発
掘
や
既
存
団
体

の
ス
キ
ル
向
上
を
目
的
と
し
た
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。 

 

①
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ 

５
月
13
日
（
土
）
に
、
令
和
５
年
度
の
第
１

回
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
で
団
体
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。「
出
会
い
は
宝
物
」
を
テ
ー
マ
に
、

今
回
は
郡
内
４
町
に
範
囲
を
広
げ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
に
声
か
け
し
た
と

こ
ろ
、
多
数
の
人
が
参
加
し
、
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。 

第
２
回
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
啓
発
や
活

動
活
性
化
を
テ
ー
マ
に
、
外
部
講
師
に
よ
る
講

演
会
を
行
う
予
定
で
す
。
講
演
会
後
に
は
意
見

交
換
の
時
間
を
作
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ

の
理
解
と
交
流
を
深
め
る
場
と
す
る
予
定
で

す
。 

 

       

②
体
験
型
研
修 

今
年
度
は
、
７
月
に
「
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
研
修
」
、
９
月
に
「
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
体
験

研
修
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。 

「
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
」
で
は
、 

子
育
て
支
援
や
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
テ

ー
マ
に
、
北
九
州
市
子
ど
も
家
庭
局
の
子
ど
も
食

堂
担
当
係
長
と
、
北
九
州
市
小
倉
北
区
で
子
ど
も

食
堂
の
設
立
か
ら
運
営
に
携
わ
る
団
体
代
表
者

を
講
師
と
し
て
招
き
ま
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
「
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
世
代

共
生
の
居
場
所
づ
く
り
～
子
ど
も
食
堂
と
は

～
」
、「
み
ん
な
で
遊
ん
で
、
楽
し
く
食
事
、
地
域

の
居
場
所 

子
ど
も
食
堂
～
気
軽
に
立
ち
寄
っ

て
み
ま
せ
ん
か
～
」
を
演
題
に
、
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。 



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
団
体
の
ご
紹
介 

 
 
 
 
 
 
 
 

５月１３日（土）第１回ワールドカフェ  

（ボランティア活動団体交流会） 

０７月２３日（日）子育て支援ボランティア研修 

０９月 ２日（土）フードパントリー体験研修 

１１月２５日（土）あしやまちマーケット 

１２月 ８日（金）～１２月２３日（土）   

クラフトマーケット  

令和６年 

０２月１０日（土）第２回ワールドカフェ 

（ボランティア活動啓発研修） 

※日程や内容は変更となる可能性があります。詳細は広報等に掲載する予定です。 

☆編集後記☆ 
初鳴きがいつかと待とうホトトギス こ
の地に越して来て４０年、当時はキジが庭
に遊びに来て、夜はフクロウが街灯の上に
とまって鳴いていた。そんな姿も絶えて久
しく、変わらないのが唱歌「夏は来ぬ」に
も詠われた「時鳥（ホトトギス）」。今年も
朝夕どこからともなく鳴き声が聞こえて
来てほっとしました。(橋) 
 

★各種団体活動（見学できます。詳細はお問い合わせください） 
 

 
 
 
 

前
号
に
引
き
続
き
、
第
二
弾
と
し
て
ご
紹

介
す
る
の
は
、
花
苗
の
植
え
付
け
や
地
域
の

美
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。 

 

■
芦
屋
緑
友
会 

芦
屋
町
で
は
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
、
街

路
樹
の
根
本
で
、
陽
の
光
を
浴
び
て
こ
ん
も

り
と
美
し
く
咲
く
色
と
り
ど
り
の
花
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
芦
屋
緑
友
会
は
、
芦
屋

町
を
訪
れ
る
人
々
へ
の
お
も
て
な
し
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
主
に
道
路
植
樹
帯
で
の
マ
ツ
バ

菊
の
育
成
と
除
草
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
会
員
は
14
人
。
「
マ
ツ
バ
菊
の
町
あ

し
や
」
を
芦
屋
町
全
道
に
広
げ
る
べ
く
、
花

が
好
き
な
人
、
芦
屋
町
を
愛
す
る
人
の
参
加

を
待
っ
て
い
ま
す
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
限
ら
ず
、
円
滑
な

社
会
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
相
手
と
の
良

好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
言
え
ば
、

話
す
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
が
ち
で
す
が
、
も

っ
と
重
要
な
こ
と
は
、
聴
く
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
、
つ
ま
り
聞
き
上
手
に
な
る
こ
と
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
聞
き
上

手
な
人
と
会
話
を
し
た
と
き
の
心
地
よ
さ
、

素
直
に
な
れ
る
自
分
を
味
わ
っ
た
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

聞
き
上
手
な
人
は
「
心
か
ら
聴
く
技
術
」
、

「
心
か
ら
聴
く
姿
勢
」
を
持
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
ま
す
。
今
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
の
一

環
と
し
て
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
ぶ
機
会
を

作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

■英会話 
・ＡＥＧＣ(木 10:00) 

■手作り教室 
・すみれ会,さくら会〈洋裁〉 

(水 10:00・13:00) 
・でんでんむし〈布絵本〉 

(木 10:00) 

■デジタル写真 
・ＡＤＰＣ(火 13:00) 
・ＡＡＤＰ(土 13:00) 

■福祉支援 
・芦屋町手話の会(水 19:00) 
・ハーティネットあいあい 
（視覚障がい者支援） (木 13:00)
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン
タ
ー 

今
年
度
の
予
定 

一般町民も 
参加できます！ 

最近思うこと 

ホトトギス 


